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労
働
契
約
を
め
ぐ
る
実
態
に
関
す
る
調
査 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
調
査
部
　
奥
田
栄
二 

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
、
産
業
別
（
一
一
区
分
）
・

従
業
員
規
模
別
（
五
区
分
）
に
単
純
無
作
為

抽
出
し
た
全
国
の
従
業
員
規
模
一
〇
人
以
上

の
企
業
一
〇
〇
〇
〇
社
（
農
林
漁
業
に
属
す

る
企
業
を
除
く
）。
調
査
票
は
郵
送
配
布
し
、

郵
送
回
収
し
た
。 

　
調
査
の
有
効
回
答
数
は
、
従
業
員
関
係
調

査
が
二
七
六
五
社
（
有
効
回
答
率
二
七
・
七

％
）、
労
働
条
件
調
査
が
二
六
七
七
社
（
有

効
回
答
率
二
六
・
八
％
）。
回
収
し
た
調
査

票
の
デ
ー
タ
は
、
産
業
別
・
規
模
別
に
全
国

の
企
業
数
（
総
務
庁
統
計
局
『
平
成
一
三
年

事
業
所
・
企
業
統
計
調
査
』
結
果
を
利
用
）

に
一
致
す
る
よ
う
に
復
元
を
行
っ
て
い
る
（
な

お
、
本
稿
に
掲
載
し
て
い
る
図
表
の
「
ｎ
」

は
、
原
数
値
で
あ
る
こ
と
に
注
意
）。 

　
本
調
査
は
論
点
も
多
岐
に
わ
た
る
た
め
、 

　
調
査
は
、
労
働
契
約
の
成
立
と
終
了
に
係

る
「
従
業
員
関
係
の
枠
組
み
と
採
用
・
退
職

に
関
す
る
実
態
調
査
」（
平
成
一
六
年
一
〇
月

実
施
。
以
下
、
「
従
業
員
関
係
調
査
」
と
略
）

と
、
労
働
条
件
の
設
定
・
変
更
や
労
働
契
約

の
展
開
に
係
る
「
労
働
条
件
の
設
定
・
変
更

と
人
事
処
遇
に
関
す
る
実
態
調
査
」（
平
成
一

六
年
一
一
月
実
施
。
以
下
、
「
労
働
条
件
調

査
」
と
略
）
―
―
の
二
つ
。
両
調
査
と
も
に

調
査
対
象
は
、
東
京
商
工
リ
サ
ー
チ
の
企
業 

を
整
理
・
整
備
し
、
明
確
化
を
図
る
よ
う
、

厚
生
労
働
省
「
今
後
の
労
働
契
約
法
制
の
在

り
方
に
関
す
る
研
究
会
」
が
、
本
年
四
月
に

中
間
取
り
ま
と
め
を
発
表
し
、
現
在
も
議
論

が
進
行
中
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
流
れ
を
踏
ま

え
、
今
後
の
労
働
契
約
法
制
の
在
り
方
に
関

す
る
議
論
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
は
、
労
働
契
約

の
成
立
か
ら
展
開
、
終
了
に
い
た
る
労
働
契

約
を
め
ぐ
る
実
態
を
調
査
し
た
。 

　 　
Ⅰ
．は
じ
め
に 

 

わ
が
国
で
は
、
近
年
、
産
業
構
造
や
企
業

の
人
事
管
理
に
関
す
る
意
識
の
変
化
な
ど
を

背
景
と
し
て
、
人
事
管
理
の
個
別
化
・
多
様

化
が
進
展
し
つ
つ
あ
る
。
他
方
、
就
業
形
態

や
就
業
意
識
も
多
様
化
が
進
む
中
で
、
労
働

者
が
納
得
・
安
心
し
て
働
く
こ
と
が
で
き
る

環
境
作
り
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
観
点
か
ら
、
労
働
契
約
に
関
す
る
ル
ー
ル 
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得
ら
れ
た
デ
ー
タ
・
知
見
に
つ
い
て
、
本
稿

に
す
べ
て
盛
り
込
む
こ
と
は
で
き
な
い
。
し

た
が
っ
て
、
本
稿
で
は
、
ま
ず
、
現
行
の
労

使
自
治
で
有
力
な
ツ
ー
ル
と
考
え
ら
れ
て
い

る
「
労
働
組
合
と
労
使
協
議
機
関
」
に
つ
い

て
現
状
を
ま
と
め
て
か
ら
、
「
労
働
条
件
の

設
定
・
変
更
」
の
実
態
を
と
り
あ
げ
る
。
ま

た
、
近
年
の
ト
ピ
ッ
ク
で
あ
る
個
別
の
労
働

条
件
設
定
の
問
題
を
み
る
た
め
、
「
個
別
化

の
状
況
と
変
更
解
約
告
知
」
に
つ
い
て
も
み

る
。
次
に
、
「
労
働
契
約
の
成
立
」、「
労
働

契
約
の
展
開
」、「
労
働
契
約
の
終
了
」
に
つ

い
て
、
主
要
と
思
わ
れ
る
デ
ー
タ
を
と
り
あ

げ
る
。 

   

Ⅱ
．労
働
組
合
と
労
使
協
議
機
関 

 

従
業
員
関
係
調
査
に
よ
れ
ば
、
労
働
組
合

の
あ
る
企
業
は
全
体
で
九
・
四
％
だ
っ
た
。

規
模
別
に
み
る
と
、
規
模
が
大
き
く
な
る
ほ

ど
そ
の
割
合
は
高
く
な
っ
て
お
り
、
「
五
〇

人
未
満
」
で
は
五
・
六
％
で
あ
る
も
の
が
、

「
一
〇
〇
〇
人
以
上
」
で
は
七
三
・
五
％
と

な
っ
て
い
る（
図
１
）。
労
働
組
合
が
あ
る
企

業
の
う
ち
、
単
一
組
合
は
八
八
・
四
％
。
過

半
数
組
合
を
有
し
て
い
る
の
は
七
〇
・
三
％

で
あ
る
。 

 

一
方
、
労
働
組
合
と
の
団
体
交
渉
以
外
で

、

経
営
者
側
と
従
業
員
の
代
表
者
と
が
協
議
・

意
見
交
換
す
る
常
設
の
場
・
会
議
（
以
下
、

「
労
使
協
議
機
関
」
と
い
う
）
が
設
定
さ
れ

て
い
る
企
業
は
二
九
・
三
％
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
を
規
模
別
に
み
る
と
、
労
使
協
議
機
関

を
設
置
し
て
い
る
割
合
は
規
模
が
大
き
く
な

る
ほ
ど
高
く
、
「
一
〇
〇
〇
人
以
上
」
で
は

七
三
・
九
％
と
な
っ
て
い
る
。
労
働
組
合
の

有
無
別
に
み
る
と
、
労
働
組
合
の
あ
る
企
業

で
六
七
・
五
％
、
労
働
組
合
の
な
い
企
業
で

二
五
・
三
％
だ
っ
た（
図
２
）。 

 

労
使
協
議
機
関
の
招
集
主
体
は
、
「
労
使

い
ず
れ
も
招
集
で
き
る
」
と
し
て
い
る
企
業

が
四
五
・
七
％
と
最
も
多
く
、
次
い
で
「
常

に
使
用
者
が
招
集
す
る
」
企
業
が
三
六
・
三

％
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。 

 

従
業
員
委
員
側
の
人
数
は
、
「
特
に
決
ま

っ
て
い
な
い
」
と
す
る
企
業
が
二
三
・
七
％

と
最
も
多
い
も
の
の
、
人
数
を
回
答
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
は
、
「
二
〜
三
人
」
が
二
二
・

三
％
と
最
も
多
く
、
次
い
で
「
四
〜
五
人
」

が
一
七
・
九
％
、
「
六
〜
一
〇
人
」
が
一
三
・

九
％
だ
っ
た
。
規
模
が
大
き
く
な
る
ほ
ど
、

従
業
員
側
委
員
の
人
数
も
多
く
な
る
傾
向
に

あ
る
。
従
業
員
側
委
員
を
「
一
人
」
と
回
答

し
た
企
業
の
割
合
を
み
る
と
、
「
五
〇
人
未

満
」
で
、
他
の
規
模
階
層
よ
り
も
高
い
。
労

働
組
合
の
有
無
別
に
み
る
と
、
労
働
組
合
の

な
い
企
業
に
お
い
て
、
「
特
に
決
ま
っ
て
な

い
」
と
す
る
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る（
図

３
）。 

 

従
業
員
側
委
員
の
任
期
を
み
る
と
、
「
特

に
決
ま
っ
て
い
な
い
」
と
す
る
企
業
が
五
一
・

六
％
と
最
も
多
い
。
規
模
別
に
み
る
と
、
お

お
む
ね
規
模
が
大
き
く
な
る
ほ
ど
任
期
を
定

め
る
割
合
は
高
く
な
り
、
任
期
も
長
く
な
る

傾
向
に
あ
る
。
労
働
組
合
の
有
無
別
に
み
る

と
、
労
働
組
合
の
あ
る
企
業
の
ほ
う
が
、
労

働
組
合
の
な
い
企
業
に
比
べ
て
、
従
業
員
側

委
員
の
任
期
を
定
め
て
い
る
割
合
が
高
い（
図

４
）。 
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労
使
協
議
機
関
で
合
意
に
達
し
た
場
合
の

確
認
方
法
に
つ
い
て
は
、
「
就
業
規
則
に
取

り
込
む
」
と
す
る
答
え
が
五
四
・
六
％
と
最

も
多
い
。
労
働
組
合
の
有
無
別
に
み
る
と
、

労
働
組
合
の
あ
る
企
業
で
は
、
「
団
体
交
渉

を
行
い
、
労
働
協
約
、
覚
書
等
の
書
面
を
作

成
」
が
六
一
・
三
％
と
最
も
多
く
な
っ
て
い

る
。
一
方
、
労
働
組
合
の
な
い
企
業
で
は
、

「
就
業
規
則
に
取
り
込
む
」
と
の
回
答
が
五

九
・
〇
％
と
な
っ
て
お
り
、
と
く
に
労
働
組

合
の
な
い
企
業
に
お
い
て
就
業
規
則
が
労
働

条
件
の
設
定
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る

こ
と
が
う
か
が
え
る
結
果
と
な
っ
て
い
る（
図

５
）。 

   

Ⅲ
．労
働
条
件
の
設
定
・
変
更 

 

労
働
条
件
調
査
に
よ
れ
ば
、
就
業
規
則
を

「
企
業
全
体
と
し
て
共
通
で
作
成
し
て
い
る
」

と
の
回
答
が
九
〇
・
五
％
、
「
個
々
の
事
業

所
ご
と
に
作
成
し
て
い
る
」
が
三
・
九
％
と

な
っ
て
い
る
。 

　
就
業
規
則
を
作
成
し
て
い
る
企
業
に
つ
い

て
、
従
業
員
に
対
す
る
就
業
規
則
の
周
知
方

法
を
み
る
と
、
五
三
・
四
％
の
企
業
が
入
社

時
に
説
明
し
て
お
り
、
次
い
で
、
「
各
職
場

に
掲
示
し
た
り
、
備
え
付
け
た
り
し
て
従
業

員
が
自
由
に
見
ら
れ
る
」
が
三
四
・
二
％
、

「
管
理
部
門
な
ど
で
従
業
員
か
ら
の
申
し
出

が
あ
っ
た
と
き
に
見
せ
て
い
る
」
が
三
三
・

〇
％
、
「
従
業
員
に
配
布
し
て
い
る
」
が
二

〇
・
八
％
な
ど
と
な
っ
て
い
る（
図
６
）。 

 
次
に
、
こ
こ
五
年
間
で
労
働
条
件
の
変
更

を
行
っ
た
か
ど
う
か
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
「
あ

っ
た
」
と
の
回
答
が
全
体
で
四
二
・
六
％
を

占
め
て
お
り
、
「
ま
だ
変
更
し
て
い
な
い
が

検
討
中
で
あ
る
」
も
四
・
五
％
あ
っ
た（
図

７
）。
労
働
条
件
を
変
更
し
た
（
変
更
を
検

討
し
て
い
る
）
企
業
に
つ
い
て
、
労
働
条
件

を
変
更
し
た
（
変
更
を
検
討
し
て
い
る
）
項

目
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
賃
金
関
係
で
五
六
・

二
％
、
労
働
時
間
関
係
で
四
四
・
一
％
と
な

っ
て
い
る
。 

 

労
働
条
件
変
更
の
手
続
き
に
つ
い
て
み
る

と
、
「
就
業
規
則
（
社
内
規
程
含
む
）
を
変

更
し
た
」
が
六
九
・
八
％
と
最
も
多
く
、
次

い
で
「
労
使
協
定
を
締
結
又
は
改
訂
し
た
」

が
二
一
・
七
％
、
「
労
働
協
約
を
締
結
又
は

変
更
し
た
」
が
一
〇
・
四
％
、
「
個
別
の
従

業
員
と
の
労
働
契
約
を
変
更
」
が
九
・
四
％

な
ど
と
な
っ
て
い
る（
図
８
）。 

 

な
お
、
こ
こ
五
年
間
に
お
い
て
、
就
業
規

則
の
改
訂
に
あ
た
っ
て
、
行
政
に
対
す
る
届

出
に
際
し
て
添
付
す
る
意
見
書
を
得
る
た
め

に
、
過
半
数
組
合
や
従
業
員
の
過
半
数
代
表

者
の
意
見
を
聴
い
た
か
と
尋
ね
た
と
こ
ろ
、

「
過
半
数
組
合
の
意
見
を
聴
い
た
」
が
一
〇
・

四
％
、
「
従
業
員
の
過
半
数
を
代
表
す
る
者

の
意
見
を
聴
い
た
」
が
六
九
・
一
％
と
な
っ

て
い
た
（
過
半
数
組
合
や
従
業
員
の
過
半
数

代
表
へ
の
意
見
聴
取
は
約
八
割
を
占
め
て
い

る
）。
こ
れ
を
規
模
別
に
み
る
と
、
過
半
数

組
合
や
従
業
員
の
過
半
数
代
表
へ
の
意
見
聴

取
の
割
合
は
規
模
が
大
き
く
な
る
ほ
ど
高
く

な
っ
て
い
る（
図
９
）。 

 

な
お
、
「
従
業
員
の
過
半
数
を
代
表
す
る

者
の
意
見
を
聴
い
た
」
と
回
答
し
た
企
業
に

つ
い
て
、
従
業
員
の
過
半
数
代
表
者
の
選
任

方
法
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
「
社
員
会
や
親
睦 
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会
等
の
代
表
者
が
自
動
的
に
労
働
者
代
表
と

な
る
慣
行
」
と
の
回
答
が
一
七
・
一
％
と
最

も
多
く
、
次
い
で
「
選
挙
」
が
一
六
・
九
％
、

「
信
任
」
が
一
六
・
〇
％
、
「
全
従
業
員
が

集
ま
っ
て
話
合
い
に
よ
り
選
出
」
が
一
四
・

八
％
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
規
模
別

に
み
る
と
、
「
選
挙
」
と
「
信
任
」
は
お
お

む
ね
規
模
が
大
き
く
な
る
ほ
ど
そ
の
割
合
が

高
く
な
っ
て
い
る（
図
10
）。 

   

Ⅳ
．個
別
化
の
状
況
と 

　
　 

変
更
解
約
告
知 

  

個
別

の
労
働
条
件
設
定
の
状
況 

 

労
働
契
約
の
個
別
化
に
伴
い
、
個
別
契
約

に
お
い
て
労
働
者
の
職
務
内
容
や
勤
務
地
が

特
定
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
特
定
さ
れ
た
労
働
条
件
を
変
更
す
る

た
め
に
は
、
集
団
的
な
就
業
規
則
の
変
更
法

理
で
は
対
応
で
き
な
い
面
も
あ
る
た
め
、
使

用
者
は
対
象
の
労
働
者
に
対
し
、
労
働
条
件

の
変
更
に
同
意
し
な
い
場
合
は
解
雇
す
る
こ

と
が
あ
る
こ
と
を
示
し
な
が
ら
、
労
働
条
件

の
一
部
変
更
を
提
案
す
る
ケ
ー
ス
が
想
定
さ

れ
る
。
い
わ
ゆ
る
「
変
更
解
約
告
知
」
で
あ

る
。
労
働
条
件
調
査
で
は
、
個
別
の
労
働
条

件
の
設
定
の
状
況
と
変
更
解
約
告
知
の
実
態

に
つ
い
て
も
尋
ね
た
。 

　
ま
ず
、
就
業
規
則
を
作
成
し
て
い
る
企
業

に
つ
い
て
、
就
業
規
則
と
は
別
に
労
働
者
と

の
間
で
個
別
に
労
働
条
件
を
設
定
す
る
こ
と

が
あ
る
か
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
全
体
で
は
三

二
・
一
％
の
企
業
が
「
あ
る
」
と
回
答
し
て

お
り
、
「
現
在
は
な
い
が
今
後
は
あ
る
」
と

す
る
企
業
も
六
・
六
％
あ
っ
た（
図
11
）。
個

別
の
労
働
条
件
設
定
が
「
あ
る
」
と
す
る
割

合
を
規
模
別
に
み
る
と
、
規
模
が
大
き
く
な

る
ほ
ど
そ
の
割
合
は
高
ま
っ
て
お
り
、
「
五

〇
人
未
満
」
で
は
三
〇
・
五
％
、
「
五
〇
〜

九
九
人
」
で
は
三
三
・
九
％
、
「
一
〇
〇
〜

二
九
九
人
」
で
は
三
九
・
九
％
、
「
三
〇
〇

〜
九
九
九
人
」
で
は
四
八
・
〇
％
、
「
一
〇

〇
〇
人
以
上
」
で
は
五
五
・
九
％
と
な
っ
て

い
る
。 

　
個
別
に
設
定
さ
れ
て
い
る
労
働
条
件
は
、

「
賃
金
」
と
「
労
働
時
間
」
が
そ
れ
ぞ
れ
七

八
・
九
％
、
七
六
・
〇
％
と
七
割
台
で
あ
り
、

次
い
で
、
「
勤
務
す
る
日
」
が
五
五
・
五
％
、

「
職
務
内
容
の
限
定
」
が
三
三
・
八
％
、
「
勤

務
地
の
限
定
」
が
一
八
・
一
％
だ
っ
た
。 

 

個
別
に
労
働
条
件
を
設
定
し
て
い
る
従
業

員
の
種
類
と
し
て
は
、
「
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー

等
の
非
正
規
従
業
員
」
が
五
一
・
八
％
と
最

も
多
く
な
っ
て
お
り
、
次
い
で
、
「
支
店
長
、

部
長
ク
ラ
ス
」
が
一
六
・
一
％
、
「
職
種
限

定
社
員
」
が
一
二
・
四
％
、
「
研
究
職
な
ど

専
門
性
の
高
い
従
業
員
」
が
一
一
・
一
％
な

ど
と
な
っ
て
い
る（
図
12
）。 

 

個
別
に
労
働
条
件
を
決
定
す
る
際
の
手
続

き
に
つ
い
て
は
、
「
対
象
者
と
の
個
別
の
話

合
い
の
み
で
決
め
る
」
が
七
七
・
五
％
を
占

め
て
お
り
、
「
対
象
者
の
ほ
か
、
労
働
組
合

や
従
業
員
の
代
表
者
の
意
見
を
聴
く
」
は
六
・

八
％
と
な
っ
て
い
る
。
規
模
別
に
み
る
と
、

「
対
象
者
の
ほ
か
、
労
働
組
合
や
従
業
員
の

代
表
者
の
意
見
を
聴
く
」
と
す
る
割
合
は
、

規
模
が
大
き
く
な
る
ほ
ど
わ
ず
か
な
が
ら
高

ま
っ
て
い
る
。 
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変
更
解
約
告
知

の
状
況 

 
次
に
、
労
働
条
件
調
査
で
は
、
こ
こ
五
年

間
に
お
い
て
、
労
働
条
件
の
変
更
を
受
け
入

れ
な
け
れ
ば
退
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と

を
説
明
し
た
上
で
、
労
働
条
件
の
変
更
を
し

よ
う
と
し
た
こ
と
が
あ
る
か
に
つ
い
て
も
尋

ね
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
変
更
解
約
告
知
で
あ

る
が
、
「
あ
っ
た
」
と
す
る
企
業
は
三
・
四

％
、
「
な
か
っ
た
が
、
今
後
は
そ
う
し
た
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
」
と
す
る
企
業
も
四
・
八

％
あ
っ
た（
図
13
）。 

 

変
更
し
た
労
働
条
件
と
し
て
は
、
「
賃
金
」

が
七
五
・
五
％
と
最
も
多
く
、
次
い
で
「
労

働
時
間
」
が
二
四
・
二
％
、
「
職
種
」
が
一

九
・
七
％
、
「
就
業
場
所
」
が
九
・
九
％
な

ど
と
な
っ
て
い
る
。 

　
変
更
解
約
告
知
を
申
し
込
ん
だ
場
合
の
従

業
員
の
対
応
と
し
て
は
、
「
異
議
な
く
変
更

を
受
け
入
れ
た
」
と
す
る
回
答
が
五
五
・
五

％
と
最
も
多
い
も
の
の
、
「
異
議
を
述
べ
た

が
結
局
変
更
を
受
け
入
れ
た
」
が
一
一
・
八

％
あ
り
、
「
変
更
を
受
け
入
れ
ず
退
職
し
た
」

と
す
る
回
答
は
二
三
・
五
％
あ
っ
た（
図
14
）。 

   

Ⅴ
．労
働
契
約
の
成
立 

 

従
業
員
関
係
調
査
に
よ
れ
ば
、
採
用
さ
れ

た
従
業
員
の
試
用
期
間
の
設
置
の
有
無
を
み

る
と
、
試
用
期
間
が
あ
る
企
業
が
七
三
・
二

％
を
占
め
て
い
る（
図
15
）。
そ
の
割
合
は
、

お
お
む
ね
規
模
が
大
き
く
な
る
ほ
ど
高
ま
る

傾
向
に
あ
り
、
「
五
〇
人
未
満
」
で
は
六
九
・

八
％
、
「
五
〇
〜
九
九
人
」
で
は
八
六
・
五

％
、
「
一
〇
〇
〜
二
九
九
人
」
で
は
八
六
・

五
％
、
「
三
〇
〇
〜
九
九
九
人
」
で
は
九
〇
・

二
％
、
「
一
〇
〇
〇
人
以
上
」
で
は
八
七
・

〇
％
と
な
っ
て
い
る
。 

 

労
働
者
を
雇
い
入
れ
る
際
に
、
「
試
用
」

に
関
し
て
知
ら
せ
て
い
る
事
項
に
つ
い
て
は
、

「
試
用
期
間
の
有
無
」
が
九
四
・
九
％
、
「
試

用
期
間
の
長
さ
」
が
九
一
・
四
％
、
「
試
用

期
間
中
の
処
遇（
賃
金
、
労
働
時
間
等
）」
が

八
一
・
六
％
と
八
割
を
超
え
る
高
い
水
準
に

あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
本
採
用
へ
の
移
行

の
拒
否
等
に
か
か
わ
る
事
項
に
つ
い
て
は
割

合
が
低
く
な
り
、
「
本
採
用
後
の
処
遇（
賃

金
、
労
働
時
間
等
）」
が
五
二
・
八
％
、「
試

用
期
間
中
の
解
雇
事
由
」
が
四
三
・
五
％
、

「
本
採
用
を
拒
否
す
る
事
由
」
が
三
六
・
二

％
、
「
試
用
期
間
の
延
長
の
有
無
」
が
二
六
・

六
％
、
「
試
用
期
間
の
延
長
の
判
断
基
準
」

が
一
四
・
一
％
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
「
そ

の
他
」
も
〇
・
九
％
あ
り
、
具
体
的
に
は
、

「
試
用
期
間
は
正
式
採
用
後
勤
続
年
数
に
算

入
す
る
こ
と
」
「
試
用
期
間
は
労
働
組
合
員

に
な
れ
な
い
旨
通
知
」
な
ど
の
記
述
が
あ
っ

た
。 

 

新
規
学
卒
者
を
採
用
す
る
際
の
試
用
期
間

に
つ
い
て
は
、
回
答
企
業
で
「
三
ヵ
月
程
度
」

が
六
九
・
一
％
と
最
も
多
く
、
次
い
で
「
六

ヵ
月
程
度
」
が
一
二
・
二
％
な
ど
と
な
っ
て

い
る（
図
16
）。
企
業
の
規
模
に
関
わ
ら
ず
、

ほ
と
ん
ど
の
企
業
は
六
カ
月
程
度
よ
り
短
い

試
用
期
間
を
と
っ
て
い
た
。
中
途
採
用
の
試

用
期
間
も
同
様
で
、
回
答
企
業
で
「
三
カ
月

程
度
」
が
六
八
・
一
％
と
最
も
多
く
、
ほ
と

ん
ど
の
企
業
で
、
試
用
期
間
は
六
カ
月
程
度

よ
り
も
短
い（
図
17
）。 
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Ⅵ
．労
働
条
件
の
展
開 

  

転
勤

で
、親
等
の
介
護
な
ど
も
配
慮 

 

労
働
条
件
調
査
に
よ
れ
ば
、
配
置
転
換
を

行
う
企
業
（
「
定
期
的
に
行
う
」
と
「
定
期

的
で
は
な
い
が
、
行
う
」
の
合
計
）
は
全
体

で
三
六
・
二
％
で
あ
り
、
規
模
が
大
き
く
な

る
ほ
ど
そ
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
そ

の
う
ち
、
転
居
を
伴
う
配
転
（
転
勤
）
の
実

施
状
況
に
つ
い
て
み
る
と
、
転
勤
は
ほ
と
ん

ど
な
い
と
す
る
企
業
と
、
転
勤
が
必
要
な
事

業
所
は
な
い
と
す
る
企
業
の
合
計
は
六
五
・

〇
％
だ
っ
た
。
た
だ
し
、
一
〇
〇
〇
人
以
上

規
模
で
は
、
正
規
従
業
員
の
ほ
と
ん
ど
が
転

勤
を
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
す
る
企
業
が
五

四
・
九
％
と
な
っ
て
い
る
。 

 

転
勤
の
対
象
者
本
人
へ
の
通
知
時
期
は
、

「
一
カ
月
よ
り
前
」
が
三
四
・
二
％
と
最
も

多
く
、
次
い
で
、
「
四
週
間
（
一
カ
月
）
程

度
前
」
が
三
三
・
七
％
、
「
二
週
間
程
度
前
」

が
一
一
・
八
％
、
「
一
週
間
程
度
前
」
が
六
・

九
％
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。 

 

ま
た
、
転
勤
の
対
象
者
を
選
定
す
る
際
に

考
慮
す
る
事
項
と
し
て
は
、
「
本
人
の
健
康

状
態
」
が
五
八
・
一
％
と
最
も
多
く
、
次
い

で
、
「
親
等
の
介
護
」
が
四
五
・
一
％
、
「
子

供
の
教
育
」
が
三
七
・
五
％
、
「
単
身
赴
任

と
な
る
こ
と
」
が
三
一
・
六
％
、
「
配
偶
者

の
勤
務
」
が
二
三
・
〇
％
、
「
自
宅
の
購
入
」

が
一
三
・
五
％
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
「
そ

の
他
」
も
一
三
・
四
％
あ
り
、
「
所
属
滞
留

年
数
」
や
「
配
偶
者
の
出
産
」
「
出
身
地
」

「
通
勤
範
囲
」
「
宿
舎
」
な
ど
の
記
述
が
あ

っ
た（
図
18
）。 

　
転
勤
の
実
施
に
先
立
つ
対
象
者
本
人
へ
の

意
向
打
診
の
有
無
に
つ
い
て
は
、
必
ず
行
う

企
業
は
五
五
・
三
％
で
あ
り
、
行
う
場
合
も

あ
る
と
す
る
企
業
を
合
わ
せ
る
と
七
八
・
八

％
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
意
向
打
診
を
す

る
企
業
の
う
ち
、
「
原
則
と
し
て
同
意
を
得

る
」
と
す
る
企
業
が
七
四
・
一
％
と
最
も
多

く
、
次
い
で
「
条
件
な
ど
で
き
る
配
慮
は
行

う
が
、
同
意
が
得
ら
れ
な
く
と
も
転
勤
さ
せ

る
」
は
一
二
・
七
％
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。 

 

　 
 

出
向
者

の
賃
金
は
８
割
が
出
向
元
基
準 

 

次
に
、
出
向
に
つ
い
て
み
る
と
、
出
向
と

は
ほ
と
ん
ど
関
係
が
な
い
と
す
る
企
業
が
六

六
・
二
％
で
あ
る
一
方
、
出
向
者
の
送
り
出

し
、
ま
た
は
受
け
入
れ
を
行
っ
て
い
る
企
業

は
二
七
・
二
％
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

「
一
〇
〇
〇
人
以
上
」
の
企
業
で
は
、
主
に

出
向
者
を
送
り
出
し
て
い
る
企
業
が
六
八
・

八
％
と
な
っ
て
い
る
。 

 

出
向
に
か
か
わ
っ
て
い
る
企
業
に
つ
い
て

、

出
向
の
期
間
を
あ
ら
か
じ
め
定
め
て
い
る
か

を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
「
定
め
て
い
な
い
」
が

四
二
・
五
％
と
最
も
多
く
、
次
い
で
、
「
定

め
て
い
る
」
が
三
一
・
二
％
、
「
ケ
ー
ス
で

ま
ち
ま
ち
で
一
概
に
い
え
な
い
」
が
二
四
・

二
％
だ
っ
た
。 

 

出
向
期
間
を
「
定
め
て
い
る
」
ま
た
は
「
ケ

ー
ス
で
ま
ち
ま
ち
で
一
概
に
い
え
な
い
」
と

回
答
し
た
企
業
に
つ
い
て
、
出
向
期
間
の
通

知
状
況
を
み
る
と
、
出
向
期
間
を
出
向
者
に

伝
え
て
い
る
企
業
は
七
六
・
三
％
と
な
っ
て

い
る（
図
19
）。 
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「
出
向
期
間
の
長
さ
」
に
つ
い
て
尋
ね
た

設
問
で
は
、
「
ケ
ー
ス
で
ま
ち
ま
ち
で
一
概

に
い
え
な
い
」
が
四
二
・
四
％
と
最
も
多
い
。

具
体
的
な
期
間
で
は
「
三
年
程
度
」
が
一
六
・

七
％
と
最
も
多
く
、
次
い
で
「
一
年
程
度
」

が
一
六
・
一
％
、
「
二
年
程
度
」
が
八
・
二

％
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。 

 

出
向
者
の
賃
金
水
準
を
み
る
と
、
出
向
元

の
賃
金
水
準
と
す
る
企
業
が
八
二
・
〇
％
と

大
多
数
を
占
め
て
い
る（
図
20
）。
出
向
元
の

賃
金
水
準
に
よ
る
と
し
て
い
る
企
業
の
う
ち
、

出
向
元
の
賃
金
水
準
が
出
向
先
よ
り
も
高
い

場
合
の
対
応
に
つ
い
て
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
出

向
元
企
業
が
全
額
ま
た
は
一
部
負
担
し
て
い

る
企
業
が
五
五
・
〇
％
と
な
っ
て
い
た（
図

21
）。 

 

ま
た
、
出
向
す
る
こ
と
と
な
っ
た
従
業
員

に
対
し
て
、
事
前
に
意
向
の
打
診
を
行
う
企

業
は
六
八
・
二
％（
図
22
）。
事
前
に
意
向
打

診
を
す
る
企
業
に
、
ど
の
程
度
前
に
行
う
か

尋
ね
た
と
こ
ろ
、
「
一
カ
月
程
度
前
」
に
実

施
す
る
と
の
答
え
が
五
八
・
三
％
と
最
も
多

く
、
次
い
で
「
二
〜
三
週
間
前
」
が
二
四
・

六
％
、
「
二
カ
月
程
度
前
」
が
一
〇
・
一
％

な
ど
と
な
っ
て
い
る
。 

 

事
前
に
意
向
打
診
を
行
う
企
業
に
つ
い
て

、

本
人
の
意
向
を
ど
の
程
度
尊
重
す
る
か
に
つ

い
て
は
、
本
人
の
同
意
が
な
け
れ
ば
出
向
を

行
わ
な
い
と
す
る
企
業
は
五
二
・
九
％
だ
っ

た
。
出
向
条
件
な
ど
で
き
る
配
慮
は
行
う
が
、

同
意
が
得
ら
れ
な
く
と
も
出
向
さ
せ
る
と
す

る
企
業
は
三
三
・
一
％
と
な
っ
て
い
る（
図

23
）。 

 

な
お
、
出
向
時
の
出
向
者
に
対
す
る
措
置

は
、
「
出
向
の
目
的
、
予
定
期
間
等
の
説
明
」

を
し
て
い
る
企
業
が
六
五
・
五
％
、
「
出
向

中
の
労
働
条
件
等
の
説
明
」
を
し
て
い
る
企

業
が
五
六
・
八
％
、
「
出
向
先
企
業
に
関
す

る
情
報
提
供
」
を
し
て
い
る
企
業
が
五
四
・

三
％
と
な
っ
て
い
る（
図
24
）。 

   

意
向
打
診
企
業

の
う
ち 

　
約
８
割
が
同
意
を
得
て
転
籍 

 

転
籍
に
つ
い
て
み
る
と
、
転
籍
と
は
ほ
と

ん
ど
関
係
が
な
い
と
す
る
企
業
が
八
二
・
四

％
で
あ
る
一
方
、
転
籍
の
送
り
出
し
、
ま
た

は
受
け
入
れ
を
行
っ
て
い
る
企
業
は
一
一
・

四
％
だ
っ
た
。
し
か
し
、
「
一
〇
〇
〇
人
以

上
」
の
企
業
で
は
、
主
に
転
籍
者
を
送
り
出

し
て
い
る
企
業
が
四
〇
・
四
％
と
な
っ
て
い

る
。 

 

転
籍
に
か
か
わ
っ
て
い
る
企
業
に
つ
い
て

、

転
籍
者
の
賃
金
水
準
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
「
転

籍
先
の
基
準
に
よ
る
賃
金
水
準
」
と
の
回
答

が
六
〇
・
〇
％
と
過
半
数
を
占
め
、
「
転
籍

元
の
賃
金
水
準
」
と
回
答
す
る
三
五
・
三
％

を
上
回
っ
て
い
る
。
転
籍
元
の
賃
金
が
転
籍

先
よ
り
も
高
い
場
合
に
、
転
籍
元
が
一
時
金

な
ど
何
ら
か
の
方
法
で
負
担
す
る
こ
と
が
あ

る
か
尋
ね
た
問
い
で
は
、
負
担
は
「
な
い
」

と
す
る
回
答
が
六
三
・
六
％
と
、
負
担
が
あ

る
と
す
る
二
二
・
七
％
を
上
回
っ
て
い
る
。 

 

転
籍
す
る
こ
と
と
な
っ
た
従
業
員
に
対
し

て
、
事
前
に
意
向
の
打
診
を
行
う
企
業
は
六

九
・
四
％
だ
っ
た
。
こ
れ
を
規
模
別
に
み
る

と
、
一
〇
〇
人
以
上
規
模（「
一
〇
〇
〜
二
九

九
人
」
「
三
〇
〇
〜
九
九
九
人
」
「
一
〇
〇

〇
人
以
上
」）で
、
意
向
打
診
を
す
る
企
業
が 
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八
割
超
と
な
っ
て
い
る（
図
25
）。 

 

ま
た
、
事
前
に
意
向
打
診
を
す
る
企
業
に

対
し
て
、
ど
の
程
度
前
に
意
向
打
診
を
行
う

か
に
つ
い
て
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
「
一
カ
月
程

度
前
」
に
実
施
す
る
と
の
回
答
が
四
六
・
五

％
と
最
も
多
く
、
次
い
で
「
二
〜
三
週
間
前
」

が
三
一
・
五
％
、
「
そ
れ
以
前
」
（
二
カ
月

以
上
前
）
が
一
〇
・
六
％
な
ど
と
な
っ
て
い

る
。 

 

さ
ら
に
、
事
前
に
意
向
打
診
を
し
て
い
る

企
業
に
つ
い
て
、
本
人
の
意
向
を
ど
の
よ
う

に
確
認
し
、
ま
た
、
ど
の
程
度
尊
重
す
る
か

を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
書
面
で
同
意
を
得
る
企

業
は
三
四
・
四
％
、
口
頭
で
本
人
の
同
意
を

得
る
企
業
は
五
〇
・
〇
％
で
あ
り
、
同
意
が

な
く
て
も
転
籍
さ
せ
る
の
は
一
三
・
二
％
と

な
っ
て
い
た
。
「
書
面
で
同
意
を
得
る
」
と

の
回
答
を
労
働
組
合
の
有
無
別
に
み
る
と
、

労
働
組
合
の
あ
る
企
業
で
は
四
四
・
八
％
で

あ
る
一
方
、
労
働
組
合
の
な
い
企
業
で
は
二

九
・
一
％
と
な
っ
て
い
る（
図
26
）。 
 

な
お
、
転
籍
時
の
転
籍
者
に
対
す
る
措
置

は
、
「
転
籍
先
企
業
に
関
す
る
情
報
提
供
」

が
六
一
・
七
％
、
「
転
籍
先
企
業
で
の
労
働

条
件
等
の
説
明
」
が
五
九
・
一
％
な
ど
と
な

っ
て
い
る（
図
27
）。 

   

Ⅶ
．労
働
契
約
の
終
了 

  

８
割
が
解
雇
理
由
を
明
示 

 

従
業
員
関
係
調
査
に
よ
れ
ば
、
こ
こ
五
年

間
に
お
い
て
、
正
規
従
業
員
を
解
雇
し
た
企

業
は
二
〇
・
二
％
だ
っ
た
（
図
28
。
な
お
、

こ
こ
で
の
解
雇
は
懲
戒
解
雇
を
除
く
）。
こ

れ
を
規
模
別
に
み
る
と
、
「
五
〇
人
未
満
」

で
は
二
〇
・
二
％
、
「
五
〇
〜
九
九
人
」
で

は
二
一
・
一
％
、
「
一
〇
〇
〜
二
九
九
人
」

で
は
一
九
・
一
％
、
「
三
〇
〇
〜
九
九
九
人
」

で
は
二
一
・
二
％
、
「
一
〇
〇
〇
人
以
上
」

で
は
二
一
・
六
％
と
い
う
よ
う
に
、
す
べ
て

の
規
模
で
二
割
前
後
、
解
雇
が
あ
っ
た
こ
と

に
な
る
。
な
お
、
こ
れ
を
労
働
組
合
の
有
無

別
に
み
る
と
、
労
働
組
合
の
あ
る
企
業
で
は

一
二
・
三
％
、
労
働
組
合
の
な
い
企
業
で
は

二
一
・
二
％
と
、
労
働
組
合
の
あ
る
企
業
の

ほ
う
が
若
干
解
雇
は
少
な
か
っ
た
。 

 

解
雇
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
「
経
営
上
の

理
由
」
が
四
九
・
二
％
と
最
も
多
く
、
次
い

で
、
「
仕
事
に
必
要
な
能
力
の
欠
如
」
が
二

八
・
二
％
、
「
本
人
の
非
行
」
が
二
四
・
四

％
、
「
職
場
規
律
の
紊
乱
」
が
二
四
・
三
％

な
ど
と
な
っ
て
い
る（
図
29
）。 

 

こ
こ
で
、
普
通
解
雇
を
行
っ
た
企
業
（
解

雇
理
由
と
し
て
「
本
人
の
非
行
」
「
頻
繁
な

無
断
欠
勤
」
「
職
場
規
律
の
紊
乱
」
「
仕
事

に
必
要
な
能
力
の
欠
如
」
「
休
職
期
間
の
満

了
」
の
い
ず
れ
か
を
選
択
し
た
企
業
）
と
「
整

理
解
雇
」
を
行
っ
た
企
業
（
「
経
営
上
の
理

由
」
を
選
択
し
た
企
業
）
に
分
け
て
み
る
と
、

「
普
通
解
雇
」
を
行
っ
た
企
業
は
五
六
・
六

％
、
「
整
理
解
雇
」
を
行
っ
た
企
業
は
四
九
・

二
％
だ
っ
た
。 

 

次
に
、
「
普
通
解
雇
」
を
行
っ
た
企
業
に

つ
い
て
、
解
雇
に
先
立
つ
措
置
を
尋
ね
た
と

こ
ろ
、
「
警
告
」
が
五
一
・
三
％
、
「
是
正

機
会
の
付
与
」
が
四
六
・
三
％
、
「
他
の
部

署
へ
の
配
転
打
診
」
が
二
四
・
五
％
な
ど
と

な
っ
て
い
る（
図
30
）。 
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正
規
従
業
員
を
解
雇
し
た
こ
と
の
あ
る
企

業
に
、
解
雇
す
る
日
の
ど
れ
く
ら
い
前
に
解

雇
の
通
告
を
本
人
に
し
た
か
を
尋
ね
た
と
こ

ろ
、
「
一
〜
二
カ
月
程
度
前
」
が
六
八
・
一

％
と
最
も
多
く
、
次
い
で
「
一
週
間
以
内
前
」

が
一
一
・
九
％
と
な
っ
て
い
る
。 

 

解
雇
に
当
た
っ
て
の
手
続
き
と
し
て
は
、

解
雇
理
由
を
明
示
す
る
と
し
た
企
業
が
八
三
・

九
％
と
最
も
多
く
、
次
い
で
、
「
解
雇
日
の

明
示
」
が
七
三
・
五
％
、
「
従
業
員
本
人
か

ら
の
意
見
聴
取
」
が
四
九
・
五
％
な
ど
と
な

っ
て
い
た
。 

 

従
業
員
を
解
雇
す
る
場
合
の
手
続
き
の
定

め
に
つ
い
て
は
、
「
決
め
て
い
る
」
と
す
る

企
業
が
五
〇
・
七
％
だ
っ
た
。
規
模
別
に
み

る
と
、
お
お
む
ね
規
模
が
大
き
く
な
る
ほ
ど

「
決
め
て
い
る
」
と
す
る
割
合
が
高
ま
っ
て

お
り
、
逆
に
、
「
そ
の
都
度
対
処
し
て
い
る
」

と
す
る
割
合
は
、
規
模
が
小
さ
く
な
る
ほ
ど

そ
の
割
合
が
高
ま
っ
て
い
る
。
労
働
組
合
の

有
無
別
に
み
る
と
、
手
続
き
を
「
決
め
て
い

る
」
割
合
は
、
労
働
組
合
の
あ
る
企
業
で
は

八
二
・
五
％
で
あ
る
一
方
で
、
労
働
組
合
の

な
い
企
業
で
は
四
八
・
七
％
と
な
っ
て
お
り
、

労
働
組
合
の
あ
る
企
業
の
ほ
う
が
、
手
続
き

を
定
め
て
い
る
割
合
が
高
い（
図
31
）。 

 

解
雇
す
る
際
の
労
働
組
合
や
従
業
員
代
表

と
の
間
で
の
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
全
体
で

「
特
に
協
議
は
し
な
か
っ
た
」
と
す
る
企
業

が
六
九
・
二
％
と
最
も
多
か
っ
た
。
し
か
し
、

労
働
組
合
の
有
無
別
に
み
る
と
、
労
働
組
合

の
あ
る
企
業
で
は
、
六
八
・
二
％
が
「
労
働

組
合
と
協
議
し
た
」
と
し
て
お
り
、
「
特
に

協
議
は
し
な
か
っ
た
」
の
は
二
二
・
二
％
だ

っ
た
。
一
方
、
労
働
組
合
の
な
い
企
業
で
は
、

「
特
に
協
議
は
し
な
か
っ
た
」
が
七
二
・
一

％
と
最
も
多
く
、
次
い
で
、
「
従
業
員
の
代

表
を
選
ん
で
も
ら
い
協
議
」
が
一
一
・
五
％

だ
っ
た
。 

　
な
お
、
こ
こ
で
、
労
働
組
合
等
と
の
協
議

状
況
に
つ
い
て
、
「
普
通
解
雇
」
を
行
っ
た

企
業
と
「
整
理
解
雇
」
を
行
っ
た
企
業
で
わ

け
て
、
こ
れ
を
労
働
組
合
の
有
無
別
に
み
る

と
、
労
働
組
合
の
あ
る
企
業
で
は
、
「
労
働

組
合
と
協
議
し
た
」
と
し
て
い
る
企
業
が
、

「
普
通
解
雇
」
で
七
三
・
三
％
、
「
整
理
解

雇
」
で
五
一
・
〇
％
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、

労
働
組
合
の
な
い
企
業
で
は
、
「
従
業
員
の

代
表
を
選
ん
で
も
ら
い
協
議
」
し
た
と
し
て

い
る
企
業
が
、
「
普
通
解
雇
」
で
一
一
・
四

％
、
「
整
理
解
雇
」
で
一
六
・
七
％
と
な
っ

て
い
た
。 

 

次
に
、
こ
こ
五
年
間
で
正
規
従
業
員
を
解

雇
し
「
労
働
組
合
と
協
議
し
た
」
企
業
に
対

し
て
、
解
雇
を
め
ぐ
り
労
働
組
合
と
意
見
が

異
な
り
紛
争
に
な
っ
た
か
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、

紛
争
に
「
な
っ
た
」
と
し
て
い
る
の
は
五
六
・

〇
％
あ
っ
た
。 

 

こ
れ
を
「
普
通
解
雇
」
を
行
っ
た
企
業
と

「
整
理
解
雇
」
を
行
っ
た
企
業
で
わ
け
て
み

る
と
、
「
普
通
解
雇
」
を
行
っ
た
企
業
で
は
、

紛
争
に
「
な
っ
た
」
が
五
八
・
七
％
で
、
「
な

ら
な
か
っ
た
」
が
三
四
・
八
％
と
な
っ
て
い

る
の
に
対
し
て
、
「
整
理
解
雇
」
を
行
っ
た

企
業
で
は
、
「
な
ら
な
か
っ
た
」
が
五
七
・

三
％
、
「
な
っ
た
」
が
三
七
・
九
％
と
割
合

が
逆
転
し
て
い
た
。 
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　　2005年版OECD雇用アウトルック 
―グローバル化に対応するためにダイナミックな雇用政策を― 

6月に経済協力開発機構（OECD）から発表 
された雇用アウトルック2005年が分析する 
各国の雇用状況とその対応を取り上げる。 
今年のアウトルックは、グローバル化の利益を 
享受し、自由貿易に対する反発を回避するには、 
雇用を促進するとともに失業と闘う効率的な 
政策が必要不可欠であると強調する。 

   

普
通
解
雇

で
６
割
が
解
決
金
支
払
い 

　
こ
こ
五
年
間
に
お
い
て
、
解
雇
を
め
ぐ
っ

て
、
解
雇
し
た
従
業
員
と
の
間
で
紛
争
が
起

こ
っ
た
こ
と
（
以
下
、
「
個
別
労
働
関
係
紛

争
」
と
い
う
）
が
あ
る
か
に
つ
い
て
た
ず
ね

た
と
こ
ろ
、
「
あ
っ
た
」
と
す
る
の
は
一
一
・

九
％
だ
っ
た
。
こ
れ
を
「
普
通
解
雇
」
を
行

っ
た
企
業
と
「
整
理
解
雇
」
を
行
っ
た
企
業

に
わ
け
て
み
る
と
個
別
労
働
関
係
紛
争
が
生

じ
た
割
合
は
、
「
普
通
解
雇
」
を
行
っ
た
企

業
で
は
一
二
・
六
％
、
「
整
理
解
雇
」
を
行

っ
た
企
業
は
一
六
・
五
％
と
、
「
整
理
解
雇
」

を
実
施
し
た
企
業
の
ほ
う
が
紛
争
の
生
じ
る

割
合
が
わ
ず
か
な
が
ら
高
か
っ
た
。 

　
紛
争
が
あ
っ
た
と
す
る
企
業
が
ど
の
よ
う

に
解
決
し
た
か
に
つ
い
て
は
、
「
本
人
と
の

話
合
い
で
解
決
」
が
六
九
・
八
％
と
最
も
多

い
。
裁
判
な
ど
外
部
の
紛
争
解
決
機
関
で
解

決
し
た
企
業
も
一
部
な
が
ら
み
ら
れ
た（
図

32
）。
解
雇
し
た
従
業
員
と
の
紛
争
解
決
の

た
め
の
特
別
な
措
置
と
し
て
は
、
解
決
金
を

支
払
っ
た
企
業
が
全
体
で
三
八
・
〇
％
と
最

も
多
く
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
「
普
通
解
雇
」

を
行
っ
た
企
業
と
「
整
理
解
雇
」
を
行
っ
た

企
業
と
で
わ
け
て
み
る
と
、
「
解
決
金
の
支

払
」
で
は
、
「
普
通
解
雇
」
を
行
っ
た
企
業

が
六
〇
・
一
％
、
「
整
理
解
雇
」
を
行
っ
た

企
業
が
四
二
・
六
％
と
、
「
普
通
解
雇
」
を

実
施
し
た
企
業
の
ほ
う
が
が
解
決
金
の
支
払

い
を
す
る
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
た（
図
33
）。 

   

退
職
後

の
従
業
員
の
義
務 

　
退
職
し
て
い
く
従
業
員
に
義
務
を
課
す
取

り
決
め
に
つ
い
て
み
る
と
、
「
取
り
決
め
は

な
い
」
と
す
る
企
業
が
五
七
・
一
％
と
最
も

多
く
、
次
い
で
、
「
職
務
上
知
り
得
た
秘
密

を
退
職
後
漏
ら
さ
な
い
こ
と
」
（
「
秘
密
保

持
義
務
」
）
が
三
三
・
七
％
、
「
退
職
し
た

会
社
の
名
誉
を
傷
つ
け
る
こ
と
は
行
わ
な
い

こ
と
」
が
一
七
・
〇
％
、
「
競
業
関
係
に
あ

る
企
業
に
就
職
し
な
い
こ
と
、
ま
た
は
競
業

関
係
に
あ
る
事
業
を
開
始
し
な
い
こ
と
」
（
「
競

業
避
止
義
務
」
）
が
三
・
七
％
な
ど
と
な
っ

て
い
る
。
「
そ
の
他
」
も
一
・
三
％
あ
り
、

「
在
職
中
の
す
べ
て
の
情
報
・
資
料
等
の
返

還
」
「
個
人
情
報
を
漏
ら
さ
な
い
こ
と
」
「
必

要
に
応
じ
『
秘
密
保
持
誓
約
書
』
を
徴
求
」

「
在
職
中
に
行
っ
た
自
己
の
責
に
属
す
べ
き

職
務
の
責
任
を
免
れ
な
い
こ
と
」
な
ど
様
々

な
記
述
が
あ
っ
た（
図
34
）。 

 

な
お
、
秘
密
保
持
義
務
を
課
し
て
い
る
企

業
を
規
模
別
に
み
る
と
、
規
模
が
大
き
く
な

る
ほ
ど
義
務
を
課
し
て
い
る
割
合
が
高
く
な

っ
て
お
り
、
一
方
、
競
業
避
止
義
務
を
課
し

て
い
る
企
業
も
規
模
が
大
き
く
な
る
ほ
ど
そ

の
割
合
は
高
く
な
っ
て
い
る
。 

　
退
職
者
に
義
務
を
課
す
取
り
決
め
の
規
定

の
形
式
は
、
「
就
業
規
則
」
が
四
七
・
九
％

と
最
も
多
く
、
次
い
で
、
「
特
に
形
式
は
定

め
て
お
ら
ず
慣
行
に
よ
る
」
が
一
九
・
〇
％
、

「
従
業
員
の
入
社
時
に
書
面
を
交
わ
す
」
が

一
二
・
七
％
、
「
そ
の
都
度
退
職
す
る
従
業

員
と
の
間
で
書
面
を
か
わ
す
」
が
一
〇
・
九

％
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。 


